
IEEE 広島支部 2007 年第 1回理事会議事録 

 

日時：2007 年 3 月 14 日(水) 15:30-18:00 

場所：広島市立大学情報科学部棟別館学術交流ラウンジ 

出席者：角田、堀田、六井、大久保、玉木、中西、西、吉田、舟阪 

委任状提出者：塚田、山口、土屋 

 

議事内容 

 

1. Japan Council 理事会報告 

角田支部長より簡単な報告がなされた。広島支部、四国支部、福岡支部で EMBS joint chapter

の設立が承認されたことが報告された。 

 

2. 総会議事録(案)の確認 

 

3. 年間活動計画 

次回理事会は岡山で 6月上旬とする。大久保理事にセッティングをお願いする。5月に HISS

実行委員会が予定されているので、その内容を受けた議論が可能。第 3回は未定とし、第 4

回は HISS の際に開催(鳥取)。JC の理事会は 8、12 月に予定されているとのこと。 

 

4. Committee Chair の決定 

Award Committee Chair: 西理事(石田前理事から引き継ぎ) 

Fellow Committee Chair: 土屋理事(フェローの方) 

Membership Development Committee Chair: 吉田理事 

Student Committee Chair: 堀田副支部長 

 

5. 第 9 回 HISS 企画 

・中西理事より主に場所と日時についての確認。 

・学生の自主性との関連について、本提案は主に(実行委員となってくれるであろう)学生

が作成してくれたものであるとの補足あり。 

・県民文化会館の場合：きれいで一般聴衆のアクセスにはよさそうだが、11/10、11 しか確

保できず、料金も 40 万近くかかる。仮押さえでもキャンセル料が発生する。 

・鳥取大学の場合：無料で日程の融通も効き(後にメールで訂正あり)世話役をやりやすい

が、パネルの数が 70 弱程度で入れ替え発表が必須。JR 鳥取大学前駅は JR 鳥取駅から 2駅。 

・理事会としては鳥取大学で 11/24、25 開催を候補とする。 

・実行委員は IEEE 学生会員が好ましいが、必須の条件ではないとする。会員になった学生



にのみ、功労賞で図書カードを贈呈する(非会員には賞状のみ)。 

・各大学の実行委員候補を 4/15 までに庶務幹事に報告。 

・5月中旬に第 1回実行委員会を開催。支部長と興味のある方が参加。実行委員には旅費支

給あり。 

 

6. 国際会議 ISPACS2006 開催報告 

中西理事より、国際会議 ISAPACS2006 の開催報告がなされた。 

 

7. IEEE 広島支部功労賞規定および功労者選定手続き 

西理事より、石田前理事からの引き継ぎである功労賞に関する審議依頼があった。 

・推薦者は IEEE 広島支部 Member 以上の会員で 5 人以上とする。理事会メンバーは 1 人で

も推薦可能。推薦できるのは 1名まで。 

・ホームページに功労者を掲載する。 

・選考委員会は理事会が兼ねるとする。 

・次回理事会で決定後、公開とする。 

・功労賞は支部長クラスの先生方には似つかわしくないかもしれないという意見があった。 

 

8. Section Assessment & L50 Rebate 報告 

六井会計幹事より Section Assessment と L50 Rebate についての報告がなされた。Rebate

については IEEE 本部の手違いにより修正待ち。確定後の資料が六井会計幹事より送付され

る予定。 

 

9. その他 

・Senior Member 承認の報告 

支部として推薦していた中西理事が IEEE 本部に承認された。 

・Student 会員支援制度 

メール審議で対応した例のように、申請書類では発表者であることを確認する必要がある。

Student Committee Chair に規定を含めて引き継ぎ。 

・委嘱状の発行 

役員・理事について必要があれば対応。 


